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○ 今日、１２月２４日（金）で２学期が終了します。２学期は、児童会最大の行事「北光まつり」、６年生は修学旅行３日

目（東京への校外学習）、甲府市陸上記録会、５年生は林間学校、６年生・５年生対象の「三枝成彰先生による未来を奏で

る音楽教室」、５年生・４年生は立会演説会、４年生から１年生は校外学習・校区探検など、ここにはあげきれないほどた

くさんの行事がありました。 

○ そして、行事などを通して、みなさんは、このたよりのタイトルのところにある「すすんで学習する、健康づくりをする、

思いやる心を持つ、根気よくはたらく」の４つの学校教育目標に向かって、着実に成長しました。もちろん、大人も子ども

も完全にできたという人は誰一人いませんので、課題や反省する点もあります。昔、『反省するだけならサルにもできる』

ということばがはやったことがあります。人間とほかの動物との一番のちがいは、「人間は反省して、自分で気づいたり、

まわりの人に言われて、悪いところを直したり、よいところはさらにのばしていける。」ことです。サルの中には主人（飼

い主）に怒られて、行動をあらためたり、また、えさを自分で工夫してとることができるサルも少しはいるかもしれません。

しかし、人間のようなことはできません。２学期・今年を振り返り、ぜひ３学期、令和４年に生かしてください。 

○ 以下、終業式の時に私が話をした内容をのせます。 

 【長～い２学期が、今日で終わります。２学期、何日あったと思いますか？ ７７日間でした。（分散登校がなければ８２

日間）１学期と同じように、大きな事故やけがもなく、また元気に学校に通うことができて、みなさんが健康に２学期の終

業式を迎えられたこと、本当に良かったと思います。今年、みなさんにお話したり学校だよりにのせたことをもとに、一緒

に２学期そして令和３年を振り返ってみたいと思います。 

  まず、４つの学校教育目標について聞きますので、できたと思う人は手をあげてください。まわりの人が気になる人もい

るかもしれませんので・・全員目をつむってください。「すすんで学習する」（授業中、家での自学・・）「健康づくりを

する（健康にきをつける、体力づくりや運動をする・・）」「思いやる心をもつ（友だちや家族など・・）」「根気よくは

たらく（学級など係の仕事、そうじなど・・）」目をあけてください。 

  次に「凡事徹底」・・あたり前で小さなことも徹底しておこなうことが大切であるという意味です。たとえば、『おはよ

うございます』という「あいさつ」、『ありがとう』という「感謝のことば」、『ごめんなさい』という「反省の気持ち」、

ごみ拾いをしたり、身の回りを整とんしたり、という『きれいな環境』など、たくさんありますので、できることから実行

してみてくださいね。 

  そして最後に・・「自分がされていやなことは友だちに言ったりしたりしない」「自分がされてうれしいことは友だちに

言ったりしたりする」これはしつこいくらい、話をしてきましたが、どうでしたか？ 

  さて・・突然ですが、猿と人間の一番の違いは何でしょうか？ もちろん、見た目が違ったり、言葉が話せるかどうかも

ですが・・やはり一番の違いは、今、話をしたようなことに気づいて、反省したり、なおしたりするこができるかどうか、

です。猿にはできませんので・・。 

  だれにでもできることを実行していくだけで、学校はより楽しくなります。２学期、そして今年・・うし年（６年生４～

１２月生の人）を振り返って、３学期、そして来年・・とら年（６年生１～３月生、５年生４～１２月生の人）に生かして

ください。人間であるみなさんには必ずできます。では、学級のたよりなどに書いてあることをしっかり守って、楽しい冬

休みを過ごし、来年１月１１日の３学期始業式に元気に会いましょう。】 

 

○ みなさんは、このタイトルの本（絵も多く字も大きいので絵本といえるかもしれません）をよんだことはありますか？  

私たち大人だけでなく、小学生のみなさんもいろいろなストレス、悩み、不満などもっている人もいるかと思います。しか

し、この本をよむとその「ストレス、悩み、不満」が小さなことに感じられるようになるかもしれません。また、世界の約

８割（８０％、１０人のうち８人）の人たちは、日本人、日本の生活は幸せと感じて、そのような悩み・不満は小さなこと、

と感じていると思います。低学年のみなさんもよむことができます。もし、よんでみたいという人がいましたら、図書室か

ら借りるか、または校長室にもありますので、担任の先生に言ってください。以下、本の一部を紹介します。 

※世界の人口を１００人に縮めると、そのうち何人があてはまるか、という文になっています。 

『２０人は栄養がじゅうぶんではなく、１人は死にそうなほどです。でも１５人は太り過ぎです。』 

『すべての富（財産・お金など）のうち、６人が５９％をもっていてみんなアメリカ人です。７４人が３９％を、２０人が

たったの２％を分けあっています。』 

 『すべてのエネルギーのうち、２０人が８０％を使い、８０人が２０％を分けあっています。』 

 『７５人は食べ物の蓄（たくわ）えがあり、雨露をしのぐところ（屋根がついた家）があります。でも、あとの２５人はそ

うではありません。17人はきれいで安全な水を飲めません。』 

 『もしもあなたが、いやがらせや逮捕や拷問（ごうもん）や死を恐れずに、信仰や信条（考え方）、良心（よい

ことをしようとする心）に従ってなにかをし、ものが言えるなら、そうでない４８人より恵まれています。』 

学校だよりは、北新小ＨＰにカラーでアップしております。ぜひご覧ください。 北新小     検索      


